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このニュースレターは、転送、引用、大歓迎です！その際には、出展を明記していただけるとありがたいです。 1 

ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る 

～
コ
ロ
ナ
禍
を
利
用
し
て
“
情
念
研
修
”
で
再
起
を
図
る
～ 

島
根
県
益
田
市
の
益
田
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
＝
通
称
「Ｍ
ラ
ン
ド
」。
合
宿
教
習
を

主
体
と
す
る
自
動
車
教
習
所
で
す
。 

同
社
で
は
、
教
習
所
を
単
に
免
許
を
取

得
す
る
場
で
は
な
く
、
若
者
が
立
派
な
日
本

人
と
し
て
自
立
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
場
、

と
と
ら
え
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
、
特
に
挨
拶
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
従
業
員
が
明
る
く
大
き
な
声
で
挨
拶

す
る
の
は
当
然
な
が
ら
、
ゲ
ス
ト
（教
習
生
）

も
、
こ
こ
に
来
る
と
自
然
と
挨
拶
を
す
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

ま
た
、
ゲ
ス
ト
が
朝
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
、
ト
イ
レ
掃
除
や
洗
車
な
ど
を
行

い
ま
す
。
こ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
う
と
、
所
内
で
流
通
す
る
地
域
通
貨
で

あ
る
「Ｍ
マ
ネ
ー
」を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
、
そ
れ
で
売
店
な
ど
で
買
い
物
が
で
き
る

の
で
す
。 

当
初
は

Ｍ
マ
ネ
ー

目
的
で
掃

除
な
ど
を

始
め
る
ゲ

ス
ト
も
、
続

け
て
い
く

う

ち

に
、

そ
の
気
持

ち
良
さ
を

実

感

し
、

Ｍ
マ
ネ
ー
に
関
係
な
く
取
り
組
む
よ
う
に
な

る
の
だ
そ
う
で
す
。 

そ
の
他
、
「あ
り
が
と
う
カ
ー
ド
」の
交
換

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み

で
、
全
国
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
企
業
な

の
で
す
。 

同
社
で
は
、
「そ
う
じ
の
力
」を
、
社
員
同

士
が
互
い
に
協
力
し
、
創
意
工
夫
し
て
い
く

た
め
の
活
動
と
し
て
、
十
五
班
の
グ
ル
ー
プ

を
組
ん
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
同
社
を
生
み
、
育
て
て
き

た
創
業
者
で
あ
る
小
河
二
郎
氏
が
、
一
昨

年
の
十
一
月
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
、
二
代
目
で
あ
る
小
河
吉
彦
社
長
が
継
い

で
い
ま
す
。 

若
き
二
代
目
が
、
少
し
ず
つ
新
し
い
体
制

を
築
き
つ
つ
あ
っ
た
こ
の
春
に
、
コ
ロ
ナ
禍
が

勃
発
し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
当
初
描
い
て
い

た
計
画
は
、
大
幅
に
修
正
せ
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
で
し
た
。 

ま
ず
、
感
染
拡
大
を
防
止
す
る
た
め
に
、

合
宿
を
取
り
止
め
ま
し
た
。
同
社
の
柱
は
合

宿
教
習
。
ピ
ー
ク
時
に
は
四
百
名
超
の
合
宿

生
で
賑
わ
う
同
社
に
と
っ
て
、
大
打
撃
の
措

置
で
す
。 

し
か
し
、
嘆
い
て
い
て
も
仕
方
が
あ
り
ま

せ
ん
。
お
客
様
の
減
少
に
よ
り
余
っ
た
時
間

を
、
有
効
に
活
用
し
よ
う
。
普
段
、
忙
し
く

て
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
機
会
に
や
ろ

う
、
と
気
持
ち
を
切
り
替
え
ま
し
た
。 

以
下
、
同
社
の
機
関
誌
『Ｍ
ラ
ン
ド
ニ
ュ
ー

ス
』か
ら
の
抜
粋
で
す
。 

《現
在
、
合
宿
再
開
に
向
け
て
の
日
々
を

「情
念
研
修
」と
位
置
付
け
、
各
部
署
並
び

に
部
署
を
越
え
た
横
断
的
な
組
織
で
、
様
々

な
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
（中
略
） 

研
修
で
は
、
①
各
部
署
の
改
善
提
案
②
そ

う
じ
の
力
③
地
域
貢
献
、
の
三
つ
を
柱
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

改
善
提
案
は
、
昨
年
全
社
員
に
出
し
て
も

ら
っ
た
提
案
を
検
討
、
優
先
順
位
を
つ
け
、

そ
れ
ら
を
カ
タ
チ
に
す
る
。
そ
う
じ
の
力

は
、
部
署
間
を
越
え
た
メ
ン
バ
ー
で
普
段
で

き
な
い
場
所
の
掃
除
、
断
捨
離
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
地
域
貢
献
で

は
、
益
田
市
内
の
教
習
コ
ー
ス
の
草
刈
り
や

ゴ
ミ
拾
い
を
行
い
、
高
齢
者
講
習
を
受
講
さ

れ
る
方
や
通
学
生
に
は
、
手
作
り
マ
ス
ク
を

配
り
続
け
て
い
ま
す
。
》 

そ
し
て

目

玉

は
、

六
月
十
三

日

に
、
全

社
員
で
一

日

か

け

て
、
「そ
う

じ
の
力
」の

活

動

を

行

っ
た
こ

と
で
す
。 

あ
る
班
の
活
動
の
よ
う
す
で
す
。 

《「受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
」
の
整
備
を
し
ま
し

た
。
マ
ス
ク
で
笑
顔
が
届
き
に
く
い
た
め
、
せ

め
て
も
と
、
お
客
様
を
迎
え
る
顔
を
磨
き
直

し
ま
し
た
。
皆
で
研
磨
し
た
粉
で
全
身
ま
つ

毛
ま
で
真
っ
白
に
な
り
な
が
ら
、
慣
れ
な
い

作
業
に
夢
中
に
な
り
、
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
、
他
の
班
に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
何
と

か
完
成
。
ピ
カ
ピ
カ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
が
で
き

上
が
り
ま
し
た
。
》 

ま
た
別
の
班
の
活
動
の
よ
う
す
で
す
。 

《Ｍ
ラ
ン
ド
と
言
え
ば
免
許
。
普
段
は
講

習
で
使
用
す
る
高
所
作
業
車
を
操
作
し
、

高
い
屋
根

の
雨
ど
い
の

そ
う
じ
を

行
い
ま
し

た
。
当

然

作
業
者
は

有
資
格
者

で
、
フ

ル

ハ
ー
ネ
ス
型

安
全
帯
装

着
で
す
。
》 

現
在
は
、
地
域
を
限
定
し
て
合
宿
教
習

を
再
開
し
て
い
ま
す
。
一
刻
も
早
く
コ
ロ
ナ

禍
が
終
息
し
、
以
前
の
よ
う
に
全
国
か
ら
合

宿
生
が
集
ま
る
日
が
来
る
こ
と
を
、
お
祈
り

し
て
お
り
ま
す
。  

 
 
 
 
 

 
 
 

（
小
早
）  

新
サ
ー
ビ
ス
『環
境
整
備
診
断
』は
じ
め
ま
し
た
！
御
社
の
「健
康
状
態
」を
環
境
整
備
の
観
点
で
診
断
し
、
改
善
策
を
ご
提
案
し
ま
す
。
詳
し
く
は
弊
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

支
援
事
例
紹
介 

VOL.181 

ゲストによるトイレ掃除ボランティア 

受付カウンターを磨く社員たち ピカピカになった受付カウンター 

高所作業車で屋根の雨樋のそうじ 安全帯をつけての作業 
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株式会社そうじの力 

  そうじで組織と人を磨く、ああああああ

ああ 日本で唯一の研修会社 

弊社は“そうじ＝環境整備”を通じ

た「企業風土改革」を支援します。 

講義、実習、チームミーティング、

計画作り、現場検証を通じて、社長と

社員の意識改革を図り、健全な企業風

土作りをお手伝いします。 

支援期間は1年から。毎月1回訪問を

原則としますが、状況とご要望に応じ

て、プログラムをオーダーメイドしま

す。また各種団体向けの講演のご依頼

も受け付けております。（全国対応） 

そうじの力だより第181号 2020年8月1日発行 発行者：小早 祥一郎（株式会社そうじの力 代表取締役） 

〒370-0078 群馬県高崎市上小鳥町307-1 TEL:050-3709-2333 FAX：050-6868-2721 メール：info@soujinochikara.com 

2 

にて、最新情報配信中！ 

そうじの力 

編集後記 

Too much ! 

 とある蒸し暑い日の昼下がり。な

んだか無性にかき氷が食べたくな

り、女房と一緒に、近くにある評判

のお店に行きました。 

 選んだのは、イチゴの実がトッピ

ングされたスペシャルかき氷。バ

ベルの塔よろしく氷が積み上げら

れ、ものすごい分量です。 

 食べてみると、そのあまりの冷たさと甘さに閉口・・・・。

しかも食べても食べても量が減りません。 

 きっと、甘いもの好きの人にとってはたまらないのでしょ

う。慣れない私にとっては、Too muchでした・・・。 （小早） 

Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ 

チ
ャ
ン
ネ
ル
公
開
中
！
た
く
さ
ん
の
企
業
の
「そ
う
じ
の
力
」の
導
入
事
例
を
動
画
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
「
そ
う
じ
の
力
」で
検
索
し
て
み
て
く
だ
さ
い
！ 
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今月の読書から 『疫病2020』門田隆将 著 

～私たち自身の怠慢が、この災厄を招いた～ 

 武漢コロナ

ウィルスによっ

て引き起こさ

れ た 災 厄 と

は、い ったい

何なのか？本

書は、一連の

騒動で露わに

なった世界と

日本の問題点

を総括してい

ます。 

 本書では大きく、「国民の命を守る気な

どない厚労官僚」「リスクがあっても中国

依存をやめない日本企業」「日本が見習

うべき台湾」「現実を直視できない安倍

官邸」「人工合成の疑いの強いウィルス」

「日本を救った『現場力』」というような観

点で、解説しています。 

 以下、印象に残った部分の引用です。 

 〈業界の多くの企業と結びつき、キャリ

ア・ノンキャリア問わず、膨大な天下りポ

ストを準備する厚労官僚たち。（中略）国

民の命というのは、厚労省の官僚たちに

とっては“眼中にない”という表現のほう

が正しいかもしれない。（中略）そもそも安

倍首相がそんな厚労省を信頼し、中国

の入国禁止に踏み切らなかったこと自体

が、私には信じがたいのである。〉 

 〈新型コロナの有力な治療薬候補に、

安倍首相が「早期の承認を目指す」「な

んとか5月中の承認を」と熱心に説き続け

た「アビガン」がある。（中略）開発したの

が製薬企業ではない富士フィルムだった

ため、厚労省からさまざまな嫌がらせを

受けてきたとされる。〉 

 〈サッカーアジアカップの反日行為に端

を発し、翌2005年に成都、北京、上海な

どで起こった反日デモ、また尖閣の国有

化を端緒とする2012年の反日暴動もあっ

た。（中略）しかし、それでも日本企業の

中国進出は止まらなかった。〉 

 〈私はどうしても、台湾が台湾海峡を挟

んで中国共産党と向き合う国であること

を考えてしまう。つまり、アメリカの核の傘

の下で、最初から日米安保体制で国家

の安全を他国に委ねてきた日本のよう

に、台湾は“平和ボケ”していないのであ

る。（中略）これからは、日本が「台湾から

学ぶ時代」なのだ。〉 

 〈なぜこれほど日本はコロナ対策が後

手に回ったのか。そのことを突き詰めて

いけば、やはり永田町、霞が関のどの人

に聞いても、最後は必ず「習近平国賓来

日」の問題にぶつかった。（中略）親中派

の人間は一般に想像されているよりも、は

るかに多いことを日本人は自覚しておく

方がいいだろう。〉 

 〈しかし、前述のように日本には、高い

使命感と責任感を持った医療従事者た

ちが存在していた。（中略）さらに、子供

の頃から手洗いやうがい等の必要性を学

び、世界で類をみない衛生観念を持つ

清潔な国民性もあった。（中略）日本人が

“現場力”で戦ってきたことは歴史が証明

している。〉 

 政治家を選ぶのも、私たち国民です。

そして、企業活動を決定づけるのも、私

たち国民です。私たち国民の一人ひとり

の人生観、職業観、国家観が変わらなけ

れば、今回のような苦難は、今後も延々

と続いていくことでしょう。     （小早） 

飛鳥のつぶやき 

目を開けて 

 長男氏、早いもので、先日三歳に

なりました。 

 三歳児ともなると、写真を撮る際に

こう表情を作ってくれるのですが、ど

の写真を見ても目がこれです。 

 パパ似でただでさえ細い目が、完

全にありません。無です。カメラ起動

が遅いMyスマホ（古い）じゃ、三歳の

表情を全然撮影できない…！ 

 目を開けている笑顔の瞬間を撮りたいがために、つい

にデジタル一眼レフに手を出しました。ゼロスタート、頑

張るぞ！                        （大槻） 
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